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え
る
が
、
７
団
体
が
撮
影
し
た
写

真
は
、
例
年
、
ア
ル
バ
ム
に
ま
と
め

て
新
座
市
に
寄
贈
さ
れ
、
同
市
中

央
図
書
館
で
市
民
が
い
つ
で
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
保
管
さ
れ
る
。

交
流
会
の
構
成
は
畑
中
写
真
同

好
会
、
写
真
ク
ラ
ブ
G
セ
ブ
ン
、

M
A
S
A
K
A
写
真
ク
ラ
ブ
、
写
光

会
、
フ
ォ
ト
・
セ
ブ
ン
セ
ブ
ン
、
写

真
ク
ラ
ブ
p
h
o
t
o
2
0
0
0
、

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
虹
の
七
団
体
で
、

そ
れ
ぞ
れ
新
座
市
の
各
地
域
で
活
動

し
て
い
る
。
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新座の風光

新
座
写
真
ク
ラ
ブ
交
流
会
は
、
加

盟
７
団
体
が
撮
影
し
た
写
真
を
持
ち

寄
っ
て
『
わ
が
ま
ち
新
座
』
写
真
展

を
開
催
、
本
年
度
は
去
る
二
月
七
日

か
ら
『
に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
』
で
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、　　
　

        
    
  

　
「
新
座
の
今
を

　
明
日
の
あ
な
た
に
・
・
・
」

宅
地
化
が
進
み
、
武
蔵
野
の
面
影

が
消
え
て
ゆ
く
現
状
や
新
し
く
生
ま

れ
た
街
並
み
な
ど
を
記
録
し
て
未
来

に
残
そ
う
と
い
う
趣
旨
で
始
め
ら
れ

た
こ
の
展
示
会
は
今
年
13
年
目
を
迎

本
紙
秋
の
50
号
で
は
、

紅
葉
を
特
集
す
る
予
定
。

　

馬場3-6 
市場坂橋より市営墓地を望む
　　小島昭三（畑中写真同好会）

栄4-1 国家公務員宿舎建設現場

本多二丁目　竹内　博（写真クラブGセブン）2007年

 

去
る
１
月
23
日
「
に
い
ざ
ほ
っ

と
ぷ
ら
ざ
」
で
開
催
さ
れ
た
講
演

会
で
は
、
会
長 

笹
倉 

強
さ
ん
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
新
座
市
教
育
委

員
会 

斯
波 

治
さ
ん
の
司
会
で
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
招
か
れ
た
の
は
、
金
鳳
山
平

林
寺 

松
竹
寛
山
副
住
職
、
野
火

止
氷
川
神
社
石
山
信
昭
宮
司
の
お

二
人
で
、
普
段
市
民
は
外
か
ら
し

か
見
て
い
な
い
寺
院
と
神
社
に
つ
い

て
、
親
し
く
解
説
さ
れ
た
。

新
座
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
広
大
な

境
内
を
も
つ
平
林
寺
は
、
檀
家
と

新
座
市
文
化
協
会
第
５
回
文
化
講
演
会

新
座
の
今
昔 

そ
の
３　

昭
和
か
ら
平
成
へ

　
　
　

　
　
　
　
『
寺
院
と
神
社
』　

し
て
川
越
城
主
松
平
家
直
系
の「
大

河
内
家
」が
総
代
を
務
め
て
い
る
が
、

も
う
一つ
の
組
織
と
し
て
禅
の
専
門

道
場
「
平
林
僧
堂
」
を
も
ち
、
修

行
の
場
で
あ
る
こ
と
、
禅
の
修
行
と

年
中
行
事
に
つ
い
て
も
拝
聴
し
た
。

　　今回のテーマは

爛漫の春と桜花
　新塚 栄小学校裏　緑道に散る桜花
　　　　　　宇田陽子（フォトサークル虹）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓

野火止7-8 山崎邸の満開の桜 大樹を撮る　
大畑恵代子（写真クラブPhoto2000）
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丁
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は
じ
め
に

現
在
の
志
木
市
本
町
の
ほ
ぼ
全
域

に
あ
た
る
地
域
は
か
つ
て
引
又
宿
と

呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

の
時
代
に
か
け
て
朝
霞
・
志
木
・
新

座
と
そ
の
周
辺
地
域
の
経
済
活
動
の

中
心
地
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

星
野
半
右
衛
門
は
、
文
政
8
年

（
1
8
2
5
）
に
白
子
宿（
現
和
光

市
）
の
名
家
富
沢
家
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
引
又
宿
で
名
主
役
を
務
め

て
い
た
星
野
家
に
養
子
に
入
り
ま
し

た
。
そ
し
て
22
歳
か
ら
名
主
役
を
務

め
る
な
ど
引
又
宿
の
政
治
に
重
き
を

な
す
一
方
で
、
農
業
、
地
主
、
質
屋

経
営
、
寺
子
屋
経
営
等
を
行
い
、
引

又
の
経
済
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
人

物
で
す
。
こ
の
半
右
衛
門
に
よ
る
日

記
が
、
嘉
永
5
年（
1
8
5
2
）
〜

安
政
2
年（
1
8
5
5
）、
安
政
4
年

（
1
8
5
7
）、
及
び
明
治
8
年
、
明

治
11
年
〜
明
治
13
年
の
分
に
つ
い
て

今
日
ま
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
が
青

年
期
・
壮
年
期
を
送
っ
た
嘉
永
か
ら

安
政
に
か
け
て
の
日
記
は
、
彼
の
身

の
回
り
で
起
こ
っ
た
様
々
な
出
来
事

が
克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
志
木
地

方
の
幕
末
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
史

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

半
右
衛
門
日
記
は
志
木
市
史
の
別

編
と
し
て
神
山
健
吉
先
生
他
の
方
々

に
よ
り
詳
細
な
分
析
と
丁
寧
な
解
説

が
付
さ
れ
て
発
刊
さ
れ
、
ま
た
、
志

木
市
史
通
史
編
の
近
世
の
章
や
同
じ

く
民
俗
資
料
編
等
の
多
く
の
箇
所
で

引
用
さ
れ
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

稿
で
は
こ
れ
ら
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
観
点
と
は
少
し
異
な
る
視
点
か
ら
、

幕
末
の
志
木
に
生
き
た
人
々
の
人
生
の

一
面
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

商
家
女
性
の
江
戸
行
き
小
旅
行

江
戸
時
代
は
封
建
時
代
で
あ
り
女

性
は
虐
げ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
現
代
よ
り
も
ま
だ
天
照
大
神

以
来
の
伝
統
が
残
っ
て
い
て
、
自
由
闊

達
に
人
生
を
楽
し
ん
で
い
た
時
代
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

半
右
衛
門
日
記
の
中
に
女
性
に
関
わ

る
面
白
い
話
が
い
ろ
い
ろ
出
て
き
ま
す

が
、
半
右
衛
門
の
養
母
の
ゑ
と
妻
ち
か

が
よ
く
泊
り
が
け
で
出
か
け
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
実
家
に
数
日

〜
十
日
間
程
度
帰
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
そ
れ
以
外
に
、
江
戸
に
よ
く
出

か
け
て
い
ま
す
。

以
下
に
養
母
と
妻
の
江
戸
行
に
つ
い

て
記
述
さ
れ
た
箇
所
を
挙
げ
ま
す
。

嘉
永
6
年
4
月
15
日

 

○ 

お
ち
か
并
び
に
栄
之
進
両
人
義
今

夜
早
船
に
て
江
戸
行
、
尤
も
新
河
岸

望
月
氏
母
様
矢
張
り
早
船
に
て
江
戸
へ

御
出
の
趣
。

同
4
月
21
日 

○ 

お
ち
か
并
び
に
栄
之
進
両
人
義

今
夜
四
つ
半
頃
帰
り
。
但
し
新
河
岸

早
舟
に
乗
来
り
、
引
又
河
岸
迄
花
川

戸
中
村
屋
老
母
わ
ざ
わ
ざ
送
り
呉
れ

候
由
。

嘉
永
6
年
12
月
22
日 

○ 

今
朝
母
義
早
舟
に
乗
り
江
戸
よ

り
帰
る
。 

嘉
永
7
年
10
月
23
日

○ 

母
義
早
船
に
て
江
戸
へ
行
。

同
10
月
29
日

○ 

朝
、
母
義
早
船
に
て
江
戸
よ
り

帰
宅
い
た
し
。

安
政
元
年
12
月
13
日

○ 

母
義
早
舟
に
て
江
戸
へ
行
。

同
12
月
17
日

○ 

朝
五
つ
時
、
母
義
江
戸
よ
り
早

舟
に
て
帰
宅
い
た
し
。

安
政
2
年
12
月
13
日

○ 

見
世
の
金
三
両
相
渡
し
母
江
戸

へ
行
。安政

4
年
1
月
13
日

○ 

三
上
伊
太
郎
女
房
は
る
義
、
不

儀
の
始
末
之
有
り
、
今
夜
早
舟
に
て

江
戸
表
へ
遣
し
、
但
し
我
ら
母
同
道

に
て
行
。
御
老
中
堀
田
様
御
屋
敷
へ

奉
公
に
上
候
。

同
1
月
21
日

○ 

母
江
戸
よ
り
帰
宅
い
た
し
。

女
性
が一
人
で
、
あ
る
い
は
女
性
と

小
児
だ
け
で
、
困
難
無
く
江
戸
を
行

き
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ど
こ
に
、
何
を
し
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
疑
問
に
思
い
ま
す
が
、
日
記
に
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
推
測
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

妻
ち
か
と
息
子
栄
之
進
が
二
人
で

出
か
け
て
い
る
、
最
初
の
嘉
永
6
年
4

月
15
日
付
け
の「
新
河
岸
望
月
氏
母
様

矢
張
り
早
船
に
て
御
出
の
趣
」
と
い
う

記
述
と
、
4
月
21
日
帰
宅
時
の「
花
川

戸
中
村
屋
老
母
わ
ざ
わ
ざ
送
り
呉
れ

候
」
と
い
う
記
述
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ

う
で
す
。
ち
か
の
実
家
は
新
河
岸（
現

川
越
市
）
の
望
月
氏
で
、「
綿
善
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
豪
商
で
す
。
ち
か
は
実

家
の
母
に
誘
わ
れ
て一緒
に
出
か
け
て
い

る
よ
う
で
す
。
当
時
の
花
川
戸
は
現
在

の
台
東
区
花
川
戸
一
丁
目
近
辺
に
当
た

り
、
東
武
伊
勢
崎
線
浅
草
駅
と
松
屋

デ
パ
ー
ト
あ
た
り
か
ら
浅
草
寺
と
隅
田

川
の
中
間
の
あ
た
り
で
す
。
斉
藤
貞
夫

著
「
川
越
舟
運
」
に
よ
れ
ば『
花
川
戸

に
は「
藤
屋
」「
嶋
屋
」「
中
村
屋
」
の

三
軒
の
問
屋
が
川
越
舟
と
取
引
が
あ
っ

た
』
と
あ
り
、
中
村
屋
は
新
河
岸
の

綿
善
の
取
引
先
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
綿

善
の
女
将
と
そ
の
娘
と
孫
の
三
人
は
浅

草
花
川
戸
の
取
引
先
宅
に
お
世
話
に

な
っ
た
か
、
そ
の
近
辺
の
旅
籠
に
宿
泊

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浅
草
は
当
時
も
大
変
な
盛
り
場
で

す
。
花
川
戸
か
ら
目
と
鼻
の
先
の
猿
若

町（
現
浅
草
6
丁
目
）
は
当
時
芝
居
小

屋
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
さ
な
が
ら
江

戸
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
で
す
。
祖
母
、

母
、
孫
の
三
人
連
れ
で
芝
居
見
物
を
楽

し
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
浅
草

は
ま
た
、
観
音
様
始
め
お
寺
の
多
い
町

で
す
。
神
社
仏
閣
へ
の
参
詣
も
し
た
で

し
ょ
う
し
、
浅
草
だ
け
で
な
く
江
戸
は

物
見
遊
山
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
す
。
な
お
、

江
戸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ち
か
あ
る

い
は
の
ゑ
が
栄
之
進
を
伴
っ
て
岡
村（
現

朝
霞
市
）
の
不
動
尊
や
大
宮
の
氷
川

神
社
な
ど
に
よ
く
お
参
り
に
い
っ
て
い

る
こ
と
は
、日
記
に
度
々
出
て
き
ま
す
。

一
方
、
養
母
の
ゑ
は
12
月
13
日
か
ら

12
月
21
日
頃
に
か
け
て
江
戸
に
出
る
こ

と
が
多
く
、
日
記
が
残
る
幕
末
分
全
て

の
年
で
こ
の
時
期
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

川
崎
村（
現
ふ
じ
み
野
市
）
の
名
家
で

あ
る
日
出
間
氏
か
ら
嫁
い
だ
の
ゑ
は
、

星
野
家
の
お
内
儀
と
し
て
、
あ
る
い
は

日
出
間
家
の
娘
と
し
て
親
類
・
知
人
・

商
売
先
等
への
挨
拶
廻
り
や
年
末
の
商

用
に
行
っ
て
い
る
も
の
と
想
像
し
ま
す
。

滞
在
期
間
も
短
く
な
い
の
で
、
つ
い
で

に
観
劇
物
見
遊
山
も
楽
し
ん
だ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
安
政
2
年
12
月
13

日
の
記
録
に
は「
見
世
の
金
三
両
相
渡

し
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
商
用
旅
行
で
あ

る
こ
と
を
示
す
の
か
ど
う
か
検
討
の
余

地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

安
政
4
年
1
月
13
日
の
江
戸
行
は
、

引
又
に
住
む
三
上
伊
太
郎
の
女
房
お
春

が
不
義
事
件
を
起
こ
し
て
所
払
い
に
な

り
、
お
春
を
江
戸
の
奉
公
先
に
連
れ
て

行
く
役
目
で
す
。
老
中
堀
田
様
と
は
、

駐
日
米
国
総
領
事
の
ハ
リ
ス
に
修
好
通

商
条
約
を
突
き
付
け
ら
れ
て
四
苦
八
苦

し
た
あ
の
堀
田
正
睦
で
す
。
安
政
4
年

1
月
は
、
堀
田
正
睦
が
条
約
の
勅
許

を
得
る
為
に
上
洛
す
る
ち
ょ
う
ど
1

年
前
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、

人
妻
の
不
義
に
対
す
る
お
仕
置
き
が
上

級
武
家
屋
敷
へ
の
奉
公
と
い
う
の
は
、

現
代
の
私
達
が
思
う
江
戸
時
代
の
常

識
と
一
見
ず
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
が
、
し
か
し
考
え
直
し
て
み
る
と
、

な
る
ほ
ど
と
思
う
良
い
対
応
に
思
え
ま

す
。
ま
た
、
の
ゑ
が
堀
田
屋
敷
に
ど
う

い
う
つ
て
が
あ
っ
た
の
か
、
知
り
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
の
ゑ
の
宿
泊
先
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
旅
籠
に
泊
ま

れ
る
わ
け
で
す
が
、
女
性
の
一
人
旅
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
江
戸
の
親

類
宅
、
知
人
宅
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
半
右
衛
門
自

身
も
よ
く
江
戸
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

彼
が
江
戸
に
行
っ
た
際
は
旅
籠
に
泊
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
半
分
程
度
以

上
は
知
人
宅
に
泊
ま
っ
て
い
ま
す
。
江

戸
の
知
人
が
年
始
に
半
右
衛
門
宅
を

訪
れ
た
際
に
、
の
ゑ
宛
に
お
年
玉
を
渡

す
記
述
な
ど
も
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

江
戸
に
は
の
ゑ
と
親
し
い
関
係
に
あ
る

知
り
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
。
前
述
の
花
川
戸
の
中
村
屋
老
母

と
の
関
係
を
見
て
も
、
江
戸
・
引
又
・

川
越
を
カ
バー
す
る
商
家
女
性
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
て
互
い
に
行
き
来
し

て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
江
戸
往
来
の
記
録
を
み
て

気
が
つ
く
事
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に「
早
舟

に
て
」
又
は「
早
船
に
て
」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
女
性
で
も
気
楽
に

江
戸
と
の
行
き
来
が
で
き
る
の
は
こ
の

早
舟
の
お
陰
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
河
岸

川
舟
運
が
乗
客
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

の
は
天
保
年
間
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
時
期
早
舟
は
夜
に
引
又
を

出
て
、
翌
朝
に
江
戸
に
着
い
て
い
ま
す
。

こ
の
便
は
、
新
河
岸（
現
川
越
市
）
を

出
発
し
て
途
中
の
引
又
等
で
客
を
乗
降

さ
せ
な
が
ら
川
を
下
っ
て
い
っ
た
こ
と

が
嘉
永
6
年
4
月
15
日
の
記
述
か
ら

わ
か
り
ま
す
。
江
戸
か
ら
帰
る
便
に
つ

い
て
も
、
徹
夜
で
運
行
し
朝
に
引
又
に

着
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
嘉

永
6
年
4
月
21
日
に
ち
か
と
栄
之
進

は
深
夜
に
帰
宅
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

深
夜
に
引
又
に
到
着
す
る
便
も
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
春
さ
ん
の
家
出
事
件

江
戸
と
の
行
き
来
や
そ
の
際
に
早
舟

を
利
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
こ

と
の
例
と
し
て
、
引
又
の
豪
商
三
上
権

兵
衛
の
娘
、
お
春
の
家
出
事
件
が
面
白

い
の
で
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
三
上
権
兵
衛
は
、
商
売
や
酒
造

業
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
豪
商
兼
実
業

家
で
あ
り
、
半
右
衛
門
と
は
村
役
人

仲
間
で
、
日
頃
か
ら
親
し
く
付
き
合
っ

て
い
る
友
人
で
す
。

嘉
永
6
年
12
月
11
日

前
日
の
12
月
10
日
に
野
火
止
の
代

官
矢
嶋
七
平
殿
ほ
か
役
人
3
人
が
引

又
に
や
っ
て
来
、
半
右
衛
門
ら
は
二
日

間
に
渡
っ
て
二
つ
の
訴
訟
に
つ
い
て
の
取

調
べや
ら
議
定
書
作
成
や
ら
に
お
付
き

合
い
し
、
11
日
の
夜
五
つ
時（
8
時
頃
）

に
や
っ
と
お
帰
り
頂
い
て
、
さ
あ
仲
間

内
で一
杯
や
ろ
う
と
し
た
矢
先
に
事
件

が
発
覚
し
ま
し
た
。

○ 

夜
五
つ
半
時
頃
三
上
権
兵
衛
殿

娘
お
春
ど
の
義
、
下
女
さ
き
を
連
れ

ふ
と
家
出
い
た
し
候
に
付
、
我
等
并
び

に
作
次
郎
殿
外
に
三
上
酒
蔵
杜
氏
右

三
人
に
て
同
刻
よ
り
白
子
通
り
道
々

相
尋
ね
、
平
尾
へ
出
で
そ
れ
よ
り
王

子
へ
相
懸
か
り
、
千
住
橋
戸
町
井
上

八
百
八
殿
方
へ
行
、
刻
限
明
け
七
つ
過

ぎ
到
着
、
同
人
方
に
罷
り
居
り
早
舟

を
相
待
ち
候
処
翌
日
に
移
る
。

お
春
さ
ん
は
家
を
出
て
江
戸
に
行
き

た
い
と
普
段
か
ら
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、

周
囲
に
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
三
上
家
で
は
、
家
出
が
判
明
す

る
と
三
上
一
門
の
若
手
作
次
郎
、
江
戸

に
行
き
慣
れ
て
い
る
半
右
衛
門
、
そ
し

て
従
業
員
の
杜
氏
の
3
人
で
捜
索
隊
を

組
織
し
、
直
ち
に
江
戸
方
面
に
向
か
わ

せ
ま
す
。
お
春
さ
ん
は
、
引
又
か
ら
早

舟
に
乗
る
と
行
先
が
ば
れ
て
し
ま
う
の

で
、
朝
霞
あ
る
い
は
白
子
あ
た
り
ま
で

歩
い
て
い
き
、
途
中
で
早
舟
に
乗
っ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
行
動
は
全
て

お
見
通
し
で
、
半
右
衛
門
ら
は
お
春
さ

ん
ら
の
足
取
り
を
道
々
聞
き
取
り
調
査

し
な
が
ら
、
早
舟
を
先
回
り
し
て
歩
い

て
千
住
に
向
か
い
、
早
朝
４
時
頃
に
到

着
し
て
船
宿
で
早
舟
が
来
る
の
を
待
ち

ま
す
。　

 　

嘉
永
6
年
12
月
12
日

○ 

明
七
つ
半
よ
り
八
百
八
殿
方
に

て
待
ち
居
り
候
処
、
朝
四
つ
時
新
河

岸
早
船
に
て
お
春
ど
の
下
女
共
両
人

星
野
半
右
衛
門
が
つ
づ
っ
た

幕
末
期
の
引
又

　
　
　
　
　
　
　
島
田 

公
男

　 晩年の星野半右衛門と孫娘

    （『志木市史別編』より）
明治10年代初め頃のものと思われます。
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乗
来
た
り
候
間
取
押
え
、
八
百
八
殿

方
に
て
食
事
等
い
た
し
、
杜
氏
は
宿
元

へ
知
ら
す
為
と
し
て
引
又
へ
遣
し
。
お

春
殿
・
下
女
・
我
ら
・
作
次
郎
都
合

四
人
八
百
八
殿
方
よ
り
屋
根
舟
に
乗

り
日
本
橋
迄
行
、
此
の
舟
賃
金
壱
分

外
に
酒
代
弐
百
文
遣
し
。
但
し
江
戸

橋
よ
り
上
り
室
町
伊
勢
屋
四
郎
兵
衛

殿
へ
ち
ょ
っ
と
立
寄
り
、
そ
れ
よ
り
馬

喰
町
弐
丁
目
武
蔵
屋
仁
兵
衛
と
申
す

旅
籠
屋
へ
行
き
泊
り
。

早
船
は
10
時
頃
千
住
に
到
着
、
半

右
衛
門
ら
は
首
尾
よ
く
お
春
さ
ん
と

下
女
を
取
り
押
さ
え
、
一
緒
に
朝
食
を

取
り
ま
す
。
お
春
さ
ん
は
駄
々
を
捏
ね

た
の
で
し
ょ
う
か
、
連
絡
の
為
に
杜
氏

を
引
又
に
帰
し
た
だ
け
で
、
下
女
の
お

さ
き
さ
ん
も
連
れ
て
4
人
で
屋
根
舟
に

乗
っ
て
日
本
橋
に
向
か
い
ま
す
。
舟
賃

に
金
壱
分
は
高
額
で
す
。
屋
根
舟
は
、

時
代
劇
で
よ
く
悪
代
官
が
強
欲
商
人

と「
山
吹
色
」
を
受
け
渡
し
た
り
す
る

の
に
使
う
、
あ
の
舟
で
す
。
半
右
衛
門

は
お
春
さ
ん
の
た
め
に
奮
発
し
た
の
で

し
ょ
う
。
酒
代
弐
百
文
は
、
二
人
前
な

の
か
四
人
前
な
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

浅
草
、
両
国
と
江
戸
の
風
景
を
眺
め

な
が
ら
大
川（
現
隅
田
川
）
を
下
り
、

永
代
橋
の
直
前
で
日
本
橋
川
に
入
っ

て
、
日
本
橋
の
少
し
手
前
の
橋
の
江
戸

橋
に
て
舟
か
ら
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て 

「
室
町
伊
勢
屋
四
郎
兵
衛
に
ち
ょ
っ
と

立
寄
」
と
あ
り
ま
す
。
伊
勢
屋
四
郎

兵
衛
は
半
右
衛
門
が
懇
意
に
し
て
い
る

友
人
あ
る
い
は
取
引
先
で
、
住
所
は
室

町
三
丁
目
で
す
。
当
時
の
室
町
三
丁
目

は
三
井
越
後
屋
の
本
店
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
現
在
の
三
井
本
館
が
あ
る
区
画

と
中
央
通
り
を
挟
ん
だ
そ
の
向
か
い
の

区
画
に
あ
た
り
ま
す
。
日
本
橋
の
中
で

も
一
番
の
中
心
街
で
す
。
お
春
さ
ん
は

そ
こ
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で

も
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
室
町

三
丁
目
か
ら
中
央
通
り
を
神
田
方
面

に
向
か
い
、
東
に
折
れ
て
少
し
先
の
馬

喰
町
の
旅
籠
屋
へ
行
き
ま
す
。
馬
喰
町

は
当
時
、
旅
籠
屋
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
た
旅
宿
街
で
し
た
。

嘉
永
6
年
12
月
13
日

○ 

武
蔵
屋
仁
兵
衛
方
に
右
四
人
滞

留
致
し
、
今
八
つ
半
時
引
又
よ
り
塚

本
善
左
衛
門
殿
遣
わ
さ
れ
候
、
御
同

人
武
蔵
屋
来
泊
ま
り
。

こ
の
日
も
江
戸
滞
在
で
す
。
午
後
3

時
頃
に
引
又
か
ら
使
い
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
使
い
の
塚
本
善
左
衛
門
は
三
上

権
兵
衛
か
ら
何
を
言
い
付
か
っ
て
来
た

の
で
し
ょ
う
か
。
お
春
さ
ん
と
下
女
の

お
さ
き
さ
ん
は
こ
の
日
は
ま
る
ま
る
一

日
、
江
戸
の
街
を
楽
し
ん
だ
も
の
と
想

像
し
ま
す
。
天
気
は「
曇
り 
夜
大
雨
」

と
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

嘉
永
6
年
12
月
14
日

○ 

右
五
人
に
て
武
蔵
屋
方
罷
り
居

り
候
処
昼
八
つ
半
時
引
又
よ
り
飛
脚

来
り
、
我
ら
義
に
使
い
の
者
同
道
に
て

帰
り
呉
れ
候
様
申
越
し
候
間
、
我
ら

義
暮
れ
六
つ
時
よ
り
使
者
と
同
道
に
て

爰
元
出
立
、
室
町
へ
立
ち
寄
り
帰
宅

致
し
。
途
中
夜
四
つ
半
時
白
子
太
郎

左
衛
門
方
へ
来
り
酒
を
呑
む
、
そ
れ
よ

り
引
又
へ
九
つ
時
過
ぎ
帰
宅
、
直
ぐ
に

三
上
氏
へ
参
り
。

引
又
か
ら
飛
脚
が
持
っ
て
来
た
手
紙

に
は
「
帰
り
呉
れ
候
」
と
書
か
れ
て
お

り
、
い
よ
い
よ
引
又
に
帰
る
時
が
来
ま

し
た
。
早
め
の
夕
食
を
取
り
、
日
暮

れ
時
に
武
蔵
屋
を
出
発
し
て
、
四
つ
半

（
23
時
頃
）
に
白
子
（
現
和
光
市
）
の
実

兄
宅
に
寄
っ
て
い
ま
す
。時
間
的
に
言
っ

て
、
歩
い
て
帰
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

夜
の
暗
い
道
を
歩
き
続
け
た
の
で
、
休

憩
の
た
め
に
兄
宅
に
寄
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
深
夜
24
時
を
過
ぎ
て
引
又

へ
到
着
、
三
上
権
兵
衛
に
無
事
に
お
春

さ
ん
を
引
渡
し
た
の
で
し
ょ
う
。
な
お
、

日
記
か
ら
は
、
こ
の
日
半
右
衛
門
と
使

い
の
二
人
だ
け
が
帰
り
お
春
さ
ん
ら
三

人
は
武
蔵
屋
に
泊
ま
っ
て
翌
日
に
帰
っ

た
、
と
読
む
こ
と
も
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
本
当
は
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
以
下
、
事
後
談
が
あ
り
ま
す
。

嘉
永
6
年
12
月
24
日

○ 

三
上
元
次
郎
殿
来
り
、
お
春
一

件
の
礼
と
し
て
弐
百
疋
出
し
候
え
ど

も
、
返
し
候
。

嘉
永
6
年
12
月
27
日

○ 

夜
三
上
内
儀
お
ま
き
殿
来
り
、

同
人
方
お
春
ど
の
の
礼
当
二
十
四
日

元
次
郎
殿
よ
り
遣
わ
さ
れ
候
処
、
そ

の
節
相
返
し
候
処
、
今
夜
又
又
お
巻

殿
を
以
っ
て
遣
わ
さ
れ
候
に
付
き
受
納

い
た
し
、
但
し
金
弐
百
疋
。

三
上
元
次
郎
は
三
上
権
兵
衛
の
息

子
、
お
ま
き
は
三
上
権
兵
衛
の
お
内
儀

で
す
。
お
礼
を
渡
す
、
い
や
受
取
ら
な

い
と
い
う
や
り
取
り
ま
で
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
疋
は
十
文
で
す
の
で
、
弐

死亡の記録一覧表

百
疋
は
二
千
文
に
な
り
ま
す
。
当
時
、

日
雇
い
の
日
当
が
二
百
文
程
度
で
す
の

で
、
6
万
円
〜
10
万
円
程
度
と
思
い

ま
す
。
屋
根
舟
の
舟
賃
と
宿
泊
代
を

差
し
引
く
と
持
出
し
に
な
る
と
思
い
ま

す
。読

者
の
み
な
さ
ん
は
既
に
お
気
付
き

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
家
出
事
件
を

起
こ
し
た
お
春
さ
ん
は
、
前
項
の
不

義
事
件
の
お
春
さ
ん
と
同
一
人
物
で
す
。

お
春
さ
ん
は
こ
の
家
出
事
件
の
1
年
半

後
に
星
野
半
右
衛
門
の
仲
人
に
よ
り

結
婚
し
、
そ
の
約
2
年
後
に
前
項
で
述

べ
た
不
義
事
件
で
ま
た
ま
た
星
野
家
の

お
世
話
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

平
均
寿
命
と
死
亡
の
原
因

女
性
の
生
き
様
の
次
に
、
人
々
の
亡

く
な
り
方
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。
半

右
衛
門
日
記
に
は
、
誰
々
が
い
つ
死
去

し
葬
は
云
々
、
と
い
う
記
述
が
散
見
さ

れ
ま
す
。
半
右
衛
門
の
付
き
合
い
の
範

囲
、
あ
る
い
は
耳
に
し
た
範
囲
で
書
か

れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
死
亡
時

の
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
少
な

い
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
数
は
あ
る

の
で
平
均
寿
命
の
参
考
値
く
ら
い
は
出

せ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
の

原
因
が
書
か
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま

す
。
死
亡
原
因
が一
覧
出
来
る
よ
う
な

史
料
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

表
に
纏
め
て
み
ま
し
た 

（ 

「
死
亡
の
記

録
一覧
表
」
参
照
）。

死
亡
年
齢
が
分
か
っ
て
い
る
人
に
つ

い
て
平
均
を
計
算
し
ま
す
。
男
性
は
12

名
で
、
平
均
寿
命
は
41
・
5
歳
、
満

年
齢
で
は
40
・
5
歳
と
な
り
ま
す
。
女

性
は
8
名
で
、
平
均
寿
命
49
・
5
歳
、

満
年
齢
で
は
48
・
5
歳
と
な
り
ま
す
。

男
性
は
、
壮
年
で
亡
く
な
っ
た
方
が

多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
但
し

壮
年
を
す
ぎ
て
70
歳
以
上
生
き
る
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
に
つ
い

て
は
、
全
女
性
20
人
中「
老
母
」
に
分

類
さ
れ
る
方
が
11
人
い
て
、
そ
の
う
ち

年
齢
が
分
か
っ
て
い
る
方
は
3
人
だ
け

で
す
。
不
明
の
方
の
年
齢
が
分
か
れ
ば

計
算
上
の
平
均
寿
命
が
も
っ
と
延
び
る

は
ず
で
す
。
上
記
の
表
を
見
る
限
り
、

乳
幼
児
の
死
亡
数
が
少
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
も
し
生
ま
れ
た
直
後
に
死
亡

し
た
場
合
に
葬
式
を
し
な
い
な
ど
の
事

情
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
が
半
右

衛
門
の
日
記
に
書
か
れ
な
い
と
い
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

嘉
永
7
年
の
秋
か
ら
翌
安
政
2
年

の
春
に
か
け
て
多
く
の
小
児
と
高
齢
者

が
集
中
的
に
死
亡
し
て
い
ま
す
。
異
国

船
と
共
に
や
っ
て
き
た
コ
レ
ラ
が
江
戸
・

関
東
地
域
に
大
流
行
す
る
の
は
安
政

5
年
の
こ
と
で
す
の
で
、
コ
レ
ラ
と
は

違
う
病
が
流
行
し
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
2
名
の
小
児
に
つ
い
て
は「
疱
瘡
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
小
児
と

老
人
が
次
々
と
亡
く
な
る
と
い
う
流
行

病
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
死
因
を

「
病
死
」
と
し
て
い
る
も
の
が
目
立
ち

ま
す
が
、
こ
れ
は
葬
儀
等
の
知
ら
せ
を

そ
の
ま
ま
書
い
た
結
果
で
は
な
い
か
と

想
像
し
ま
す
。
今
日
私
達
が「
病
気
療

養
中
の
と
こ
ろ
・・・
」
を
見
て「
病
死
」

と
書
く
よ
う
な
も
の
と
思
い
ま
す
。「
狐

に
憑
か
れ
て
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
表
現
は
、
当
時
の
一つ
の
病

気
観
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

死
因
欄
を
見
て
気
付
く
の
は
、
壮

年
の
死
亡
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず「
事

故
死
」
が
一
件
も
無
い
こ
と
で
す
。
ご

存
知
の
よ
う
に
現
代
の
20
歳
台
〜
40

歳
台
前
半
の
死
因
は
事
故
死
と
自
殺

が
病
死
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。
現
代
は

歩
い
て
い
て
も
危
険
、
車
に
乗
れ
ば
な

お
さ
ら
危
険
、
電
車
や
飛
行
機
に
乗

る
の
は
命
懸
け
と
い
う
時
代
で
す
。
こ

う
言
う
に
は
検
証
が
必
要
で
す
が
、
死

因
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
幕
末
の
志
木
は

現
代
よ
り
も
安
全
・
安
心
な
社
会
だ
っ

た
と
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
自

殺
に
つ
い
て
も「
気
違
い
縊
死
」
が一
件

あ
る
だ
け
で
す
。
現
代
は
ス
ト
レ
ス
に

満
ち
て
い
ま
す
。
当
時
は
ス
ト
レ
ス
が

無
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
現

代
の
よ
う
に
人
々
を
追
い
詰
め
る
ほ
ど

の
厳
し
さ
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
し
ま
す
。

お
わ
り
に

以
上
に
述
べた
こ
と
は
、
半
右
衛
門

が
見
聞
し
体
験
し
た
こ
と
の一
端
で
す
。

半
右
衛
門
の
日
常
は
、
年
中
行
事
の

遂
行
、
公
務
、
役
所
か
ら
の
呼
出
への

対
応
や
出
張
し
て
く
る
役
人
の
応
対
、

訴
訟
の
調
停
、
次
々
と
持
ち
込
ま
れ

る
相
談
事
の
対
応
、　
（
次
ペー
ジへ
）　
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仲
人
役
の
遂
行

と
結
婚
式
、
稲
作
と
畑
作
、
商
売
、

寺
子
屋
の
師
匠
、
神
事
と
仏
事
、
葬

式
、
頻
繁
に
訪
ね
て
く
る
親
類・知
人・

商
売
相
手
と
の
応
対
、
商
売
の
代
金

取
立
て
旅
行
、
等
等
に
忙
殺
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
し
て
な
に
か

事
件
が
あ
っ
た
時
に
は
、例
え
ば
ペリ
ー

が
2
回
目
に
浦
賀
に
来
た
し
ば
ら
く
後

に
、
江
戸
の
勘
定
方
役
人
の
用
人
か

ら
衣
装
を
借
り
て
侍
に
変
装
し
、
役

人
の
お
供
と
し
て
お
台
場
の
砲
台
工
事

を
見
学
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
殆
ど
毎
日
と
言
っ
て
良
い
く
ら
い

に
知
人
友
人
と
酒
を
飲
み
交
わ
し
て
い

ま
す
。
半
右
衛
門
は
、
現
代
の
私
ど
も

と
比
べ
て
も
心
豊
か
に
充
実
し
た
人
生

を
送
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

半
右
衛
門
日
記
か
ら
知
り
得
る
幕

末
の
引
又
は
、
現
代
と
比
べ
て
も
と
て

も
良
い
時
代
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

半
右
衛
門
の
長
男
栄
之
進
は
照
二

と
名
を
変
え
、
明
治
30
年
代
か
ら
40

年
代
初
め
に
か
け
て
志
木
町
長
、
志
木

町
助
役
を
務
め
る
な
ど
町
民
の
た
め
に

尽
力
し
ま
す
が
、
一
家
は
東
京
に
移
り
、

そ
の
後
神
奈
川
県
葉
山
町
に
移
り
ま
す
。

星
野
家
の
屋
敷
地
は
原
林
吉
氏
の
所
有

と
な
り
、
明
治
45
年
に
立
派
な
構
え
の

薬
局
店
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が

現
在
国
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
朝
日
屋
原
薬
局
」で
す
。
敷
地
の
位
置
、

間
口
、
奥
行
き
は
半
右
衛
門
時
代
と
変

わ
っ
て
い
な
い
と
聞
き
ま
す
。
市
場
通
り

を
歩
い
て
原
薬
局
さ
ん
前
の
木
陰
で一
休

み
す
る
時
、
星
野
半
右
衛
門
が
生
き
た

時
代
が
、私
た
ち
の
今
と
繋
が
っ
て
い
る
、

つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

て
き
ま
す
。

　
参
考
文
献

 

「
星
野
半
右
衛
門
日
記
」 『
志
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市
史

別
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史
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右
衛
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。
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ー
ラ
ム
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法
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し
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活
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を
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な
い
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報
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に
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っ
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参
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。
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。
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、
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配
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す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
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意
見
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感
想
）

を
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寄
せ
下
さ
い
。
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宛
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ど
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右
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情
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中央左の「番屋」の下部にある大きい家が星野半右衛門宅です。市場
通りの真中を野火止用水が通っています。　

細
田
千
虎
さ
ん
逝
く

大
正
三
年（
1
9
1
4
）
上
宗
岡
の

お
生
ま
れ
、昭
和
三
十
九
年（
1
9
6
4
）

か
ら
、ご
自
宅
の
離
れ
に
居
を
構
え
、「
志

木
短
歌
会
」
を
主
催
さ
れ
て
き
た
歌
人

の
千
虎
さ
ん
が
、
ご
家
族
の
厚
い
看
護

の
も
と
で
息
を
引
き
取
ら
れ
た
。
去
る

十
一
月
八
日
の
朝
九
時
の
こ
と
、
享
年

95
才
。

宗
岡
の
風
光
を
愛
で
、
鳥
獣
を
は
じ

め
と
し
て
川
、
水
、
草
木
を
慈
し
み
、

筆
を
と
っ
て
は
自
然
を
描
き
、
歌
を
詠

み
、
静
穏
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
。

水
張
田
（
み
は
り
だ
）
に
風
の
渡
れ
ば

日
照
雨
（
そ
ば
え
）
ふ
る
ご
と
光
つ
つ
さ

ざ
な
み
の
た
つ　
　
　
　
　
　
千 

虎

訪
れ
る
来
客
と
は
楽
し
い
会
話
、
い

つ
も
優
し
い
ご
家
族
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

新
鮮
な
話
題
と
抜
群
の
記
憶
力
で
、
高

齢
の
方
と
は
思
え
な
い
魅
力
を
持
ち
続

け
て
こ
ら
れ
た
。

し
か
し
千
虎
さ
ん
の
若
き
日
の
思
い

出
と
な
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
遥

か
に
絶
す
る
内
容
の
も
の
と
な
る
。
激

烈
な
戦
争
で
あ
り
、
軍
隊
生
活
で
あ
り
、

そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
し
ば
し
ば

生
死
を
分
つ
場
面
で
あ
る
。

徴
兵
制
度
で
甲
種
合
格
と
な
っ
た
細

田
さ
ん
は
、
昭
和
10
年
衛
生
兵
と
し
て

東
京
陸
軍
病
院
で
教
育
を
受
け
、
除
隊 

後
支
那
事
変
の
た
め
招
集
さ
れ
て
激
戦

の
戦
地
に
送
ら
れ
た
。

支
那
事
変
と
は
、
昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）
か
ら
始
ま
っ
た
、
日
本

と
中
華
民
国
と
の
間
で
始
ま
っ
た
大
規

模
か
つ
長
期
に
わ
た
る
戦
闘（
宣
戦
布
告

は
両
国
と
も
行
わ
な
か
っ
た
）
で
あ
る
。

支
那
事
変
と
は
、
日
本
政
府
が
定
め
た

公
称
で
、
現
在
で
は
日
中
戦
争
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

千
虎
さ
ん
は
、
命
令
を
受
け
て
昭
和

13
年
8
月
本
土
か
ら
船
で
出
航
、
九
江

（
中
国
湖
南
省
）
に
上
陸
し
た
。
そ
こ
は

す
で
に
死
臭
が
漂
っ
て
い
た
と
い
う
。
直

ち
に
敵
中
突
破
作
戦
に
参
加
し
た
が
、

戦
乱
は
中
国
全
土
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ

た
。
し
か
も
千
虎
さ
ん
の
配
属
さ
れ
て

い
た
連
隊
長
は
戦
死
、
背
嚢
の
食
料
は

尽
き
、
敵
の
重
囲
の
中
で
攻
防
戦
が
続

い
た
。
飢
え
と
疲
労
で
兵
士
の
顔
色
は

無
く
、
戦
死
し
た
戦
友
に
は
土
を
被
せ

た
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。

千
虎
さ
ん
の「
青
春
の
全
て
が
軍
隊

だ
っ
た
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
は
、『
ニ
ュ
ー

タ
イ
ム
ス
』
誌
に
連
載
さ
れ
、
読
者
に

深
い
感
銘
を
与
え
た
。
平
成
十
六
年
同

誌
の
創
刊
号
か
ら
37
回
に
わ
た
っ
て
連

載
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
も
う
こ
の
エ
ッ

セ
イ
の
続
き
は
無
い
。

今
で
は
少
な
く
な
っ
た
軍
隊
の
生
活

と
、
生
死
の
狭
間
に
常
に
曝
さ
れ
て
い

た
実
戦
の
凄
ま
じ
さ
か
ら
、
こ
の
エ
ッ

セ
イ
は
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
わ
れ
わ

れ
に
深
く
考
え
さ
せ
た
。
千
虎
さ
ん
の

想
い
は
、
死
と
紙一重
で
も
あ
る
生
命
の

有
難
さ
を
、
わ
れ
わ
れ
に
痛
烈
に
感
じ

さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
有
難
う
。

千
虎
さ
ん
、
安
ら
か
に
。

　
　
　
　
　
編
集
人　
原　
昭
二

去
る
二
月
七
日
、
志
木
市
第

九
の
会
第
14
回
定
期
演
奏
会
は

鳴
り
止
ま
ぬ
拍
手
で
、
指
揮
の

三
澤
さ
ん
は
、
聴
衆
だ
け
で
は

な
く
、
熱
演
し
た
楽
団
員
に
も

深
々
と
頭
を
下
げ
て
答
礼
し
た
。

同
会
は
間
髪
を
入
れ
ず
、
次
回
第
15
回
定
期
演
奏
会
の
曲

目
を
公
表
、
合
唱
団
は
練
習
を
開
始
す
る
。

次
回
の
演
奏
は
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
曲
「
レ
ク
イ
エ
ム
」の
予
定
。

同
会
は
、
合
唱
の
感
動
と
喜
び
を
と
も
に
体
験
す
る
こ
と

を
念
じ
て
、
新
し
い
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。
練
習
日
は
毎
月

３
回
、
土
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分
、
志
木
市
「
い

ろ
は
遊
学
館
」
で
、
会
費
は
月
額
3
0
0
0
円
、
お
問
い

合
せ
は 

☎
／
F
A
X 

0
4
8・
4
7
3・
6
3
6
8 

岡
嶋 

ホ
ー
ム
ペー
ジ 「
志
木
第
九
の
会
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
す
る
・
・

CREA
TIV
E BO

O
K
  「

首
都
圏
人
」
シ
リ
ー
ズ

本
書
は
空
撮
の
ほ
か
多
彩
な
カ
ラ
ー
写
真
を
添
え
て
隅
田
川

に
架
か
る
橋
梁
と
両
岸
の
賑
わ
い
を
訪
ね
、
江
戸
時
代
か
ら
の

歴
史
を
語
る
。
橋
梁
の
構
造
を
も
分
か
り
易
く
解
説
し
た
新
し

い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

内
容
の一部
が
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
戴
け
ま
す
。
検
索
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を  

「
首
都
圏
人
」
と
入
力
す
る
と
ト
ッ
プ
に
出
ま
す
。

     http://shutoken.cam
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全
国
の
書
店
・
ネ
ッ
ト
で
お
求
め
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

こ
の
た
び
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社

の
ご
好
意
に
よ
り
、
同
社
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